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 平年に比べ刈取適期は大幅に早まると予測されます。 

  刈り遅れに特に注意し、高品質米生産を目指しましょう。 

 

今後のポイント 

■ 農業機械の点検作業 

   コンバインや乾燥調製施設の点検、整備を早めに行いましょう。 

   点検、整備とあわせ清掃を行い、異品種混入防止に努めましょう。 

■ 水管理 

   間断灌漑を基本とし、早期落水は品質低下の原因となるので避けましょう。 

■ 適期刈り取りの励行 

   特に刈遅れに注意すること 

刈取適期の判定は黄化籾率で８０～９０％を目安とします。 

籾水分（２０～２５％）を確認し、晴れ間をぬってすみやかに収穫しましょう。 

■ 仕上げ水分は１５％以下 

籾の乾燥では二段乾燥を心がけ、玄米水分を１５％に仕上げてください。 

 

１ 生育状況 

水稲の出穂期は県全体で平年より３日早い８月４日でした（表１）。出穂後も好天で経過しています

ので、登熟も順調にすすんでいると予想されます。 

 
表１ 水稲の地帯別出穂時期          各農業改良普及センター調べ 

注）１，平年値は平成10年～21年（12と15年を除く）の10か年の平均値． 

農業地帯 本年 平年 平年差（日） 前年

始期 盛期 終期 始期 盛期 終期 始期 盛期 終期 始期 盛期 終期

北上川上流 7/30 8/3 8/8 8/3 8/7 8/12 -4 -4 -4 8/4 8/7 8/12
北上川下流 8/1 8/4 8/8 8/4 8/7 8/11 -3 -3 -3 8/4 8/7 8/12
東　　　部 7/31 8/4 8/8 8/5 8/9 8/14 -5 -5 -6 8/6 8/10 8/15
北　　　部 7/29 8/2 8/7 8/4 8/7 8/12 -6 -5 -5 8/8 8/11 8/14
県　全　体 7/31 8/4 8/8 8/4 8/7 8/11 -4 -3 -3 8/4 8/7 8/12

２，始期、盛期、終期は各々地帯で概ね10%、50%、90%の水田が出穂期となった日． 
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２ 気象経過 

 ８月も気温は高く、平年に比べ２～３℃高く経過しており（図１）、今後も好天が予想されています。 
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図１ 半旬別気象経過図（４月第１半旬～８月第５半旬） 

 

３ 登熟を低下させない水管理 

登熟期間の水管理は食味、品質及び収量に大きく影響します。 

早すぎる落水は収量のみならず品質を落とす原因になりますので、根の活力を維持するため間断かん

がいを行い、田面が湿っている程度の水分を保つような水管理を実施してください。 

 落水時期は、以下を目安に実施してください。 

   ◆ 排水が悪く地下水位が高い水田・・・・・出穂３０～３５日頃 

   ◆ 排水のよい水田・・・・・・・・・・・・出穂３５～４０日頃 

 

 

４ 適期刈り取りの励行 

高温年では刈り遅れるほど弱勢頴果が肥大して、篩では除去できない白色不透明粒が多くなるほか、

胴割れも多くなるので、刈り遅れには特に注意し適期刈り取りに努めます。 
刈り取り適期を予測するには出穂期からの日平均気温の積算による方法があります。品種ごとに刈

り取り適期の目安となる積算気温が定められていますので表２を参考にしてください。 

本年の各地域における出穂始期から刈取り時期の目安となる日平均積算気温950℃に到達する日は

９月４日～１２日、出穂盛期から日平均積算気温が950℃に到達する日は９月８日～９月１６日で、平

年に比べ８～９日程度早まる予想（表３）です。特に、県北、沿岸で10日以上早まる予想です。 



コンバイン、乾燥調整施設の清掃、点検整備を早めにすませ、地域毎に計画的な刈り取りを行うた

めの準備を進めましょう。 

 
表２ 主要品種の積算気温による刈り取り適期の目安

 
品種名

ひとめぼれ 900～1,050℃
どんぴしゃり 950～1,050℃
あきたこまち 950～1,100℃
かけはし 950～1,050℃
いわてっこ 950～1,050℃
ササニシキ 1,000～1,050℃
ヒメノモチ 950～1,050℃
もち美人 950～1,050℃

刈り取り適期の積算気温

 

 

表３ 各地域における出穂期と日平均積算気温950℃到達日の予測 
出穂期　（平年はH10～H２1の平均値ただしH12,15を除く）

農 業 地 域 本年 平年 平年差

始期 盛期 終期 始期 盛期 終期 始期盛期終期 本年 平年 平年差 前年 本年 平年 平年差 前年 本年 平年 平年差 前年

花 巻 8/1 8/3 8/7 8/5 8/8 8/12 9/9 9/18 9/22 9/12 9/22 9/24 9/18 9/27 10/1

北 上 8/2 8/5 8/10 8/5 8/10 8/13 9/9 9/16 9/23 9/14 9/22 9/26 9/21 9/26 10/2

遠 野 7/30 8/2 8/7 8/3 8/7 8/12 9/8 9/16 9/20 9/12 9/21 9/25 9/19 9/28 9/29

西 和 賀 8/1 8/3 8/7 8/4 8/9 8/13 9/12 9/18 9/22 9/14 9/25 9/26 9/21 10/1 10/2

盛 岡 7/31 8/4 8/8 8/4 8/7 8/12 9/10 9/18 9/21 9/14 9/22 9/27 9/22 9/29 10/3

紫 波 7/28 8/2 8/7 8/2 8/6 8/11 9/5 9/14 9/18 9/8 9/18 9/26 9/19 9/26 10/2

八 幡 平 7/30 8/3 8/8 8/1 8/7 8/11 9/10 9/14 9/17 9/14 9/22 9/26 9/22 9/28 10/2

奥 州 8/1 8/4 8/8 8/4 8/7 8/11 9/8 9/15 9/19 9/12 9/19 9/23 9/18 9/24 9/29

一 関 8/1 8/3 8/6 8/4 8/6 8/10 9/8 9/14 9/18 9/10 9/17 9/21 9/15 9/22 9/24

大 船 渡 8/2 8/5 8/9 8/5 8/10 8/15 9/11 9/18 9/20 9/16 9/23 9/25 9/20 9/28 10/2

釜 石 8/1 8/4 8/8 8/5 8/8 8/12 9/9 9/17 9/22 9/13 9/22 9/27 9/19 9/27 10/3

宮 古 7/29 8/3 8/7 8/4 8/9 8/13 9/6 9/18 9/23 9/12 9/24 9/29 9/19 9/30 10/3

岩 泉 7/27 8/2 8/7 8/4 8/9 8/13 9/4 9/18 9/26 9/12 9/25 9/30 9/20 10/1 10/5

久 慈 7/29 8/3 8/8 8/5 8/9 8/14 9/7 9/18 9/28 9/13 9/25 10/2 9/20 9/30 10/8

二 戸 7/28 8/2 8/7 8/4 8/7 8/11 9/6 9/17 9/27 9/12 9/21 9/29 9/19 9/27 10/6

軽 米 7/29 8/3 8/8 8/4 8/7 8/12 9/9 9/19 9/27 9/15 9/23 10/1 9/22 10/1 10/9

北上川上流 7/30 8/3 8/8 8/3 8/7 8/12 9/9 9/15 9/19 9/13 9/21 9/27 9/21 9/28 10/3

北上川下流 8/1 8/4 8/8 8/4 8/7 8/11 9/8 9/16 9/20 9/12 9/20 9/23 9/18 9/25 9/29

東 部 7/31 8/4 8/8 8/5 8/9 8/14 9/8 9/18 9/22 9/14 9/23 9/27 9/20 9/29 10/3

北 部 7/29 8/2 8/7 8/4 8/7 8/12 9/7 9/18 9/27 9/13 9/23 10/1 9/20 9/29 10/7

県 全 体 7/31 8/4 8/8 8/4 8/7 8/11 9/8 9/16 9/20 9/12 9/21 25 9/19 9/26 10/1

出穂始期～ 出穂盛期～ 出穂終期～

出穂期～日平均気温積算温度９５０℃到達日（月日）　

-4 -5 -5 -9 -10 -9 

-3 -5 -3 -7 -8 -5 

-4 -5 -5 -8 -9 -9 

-3 -6 -6 -6 -11 -10 

-4 -3 -4 -8 -8 -7 

-5 -4 -4 -9 -10 -7 

-2 -4 -3 -4 -8 -6 

-3 -3 -3 -7 -7 -6 

-3 -3 -4 -6 -7 -7 

-3 -5 -6 -7 -7 -8 

-4 -4 -4 -8 -9 -8 

-6 -6 -6 -12 -12 -11 

-8 -7 -6 -14 -13 -11 

-7 -6 -6 -11 -12 -10 

-7 -5 -4 -11 -9 -8 

-6 -4 -4 -10 -8 -9 

-4 -4 -4 -6 -8 -7 

-3 -3 -3 -8 -8 -7 

-5 -5 -6 -10 -9 -9 

-6 -5 -5 -11 -10 -9 

-4 -3 -3 -8 -9 -7 9/

* 各地域の代表アメダスの 8月 21日までの実測値、以降は平年値を使用して 950℃到達日を予測 
* 花巻の平年値は大迫のデータを使用。 
* 出穂始期：10%出穂、出穂盛期：50%出穂、出穂終期：90%出穂した日 
 

 

 

◆ 刈り取り適期の判断 ◆ 

 

登熟積算気温が９５０℃に近づいてきたら、 

    → 籾の黄化割合を随時チェックし、 

→ 籾の黄化割合が８０～９０％となったら刈り取りを行ってください。 

 

 



◆ 刈り取り適期判断等の留意点 ◆ 

○ 積算気温は目安にとどめ、黄化籾割合で最終判断 

積算気温による方法は栽培法や日照時間によりズレが生じる場合もあるので、随時テスト籾摺

りを行い、最終的には、籾の黄化割合（80～90％が黄色で、穂基部の１割程度が緑色）で判断す

ることを基本としてください。 

○ 籾水分の確認 

コンバイン収穫では、作業開始前に水分計を用いて籾の水分状態が20～25％にあることを確認

しましょう。 

○ 水田内で出穂のばらつきが大きい場合 

１枚の圃場においても出穂のばらつきが見られます。水口などで登熟が大幅に遅れているよう

な場所は、刈り分けして品質低下を避けてください。 

○ 倒伏した場合 

台風や大雨等により倒伏した場合は刈り分けを行い、青未熟粒等の混入を避けてください。 

 

５ 乾燥・調製の留意点  仕上げ水分は１５．０％以下を徹底！！  

（１）胴割れ粒の発生防止 

   毎時乾減率（１時間当りの水分低下）を0.8％以下とし、送風温度に十分に注意してください。

急激な乾燥を避け、また、過乾燥にならないよう注意が必要です。 

   水分のバラつきが大きい場合は、水分測定をこまめに行い、籾水分18％の時に一旦乾燥機をと

めて放冷・循環常温通風し、その後仕上げ乾燥して籾水分の均質化を図ります（二段乾燥）。 

   自然乾燥においては、稲束の詰め過ぎに注意し、掛け替えを行うとともに、乾燥期間は２週間

以内としてください。 

 

（２）籾すり時の肌ずれ、脱ぷの防止 

  玄米水分15.0％以下の適正水分で籾すりを行います。（肌ずれ米の防止） 

ゴムロールのすき間は、籾の厚さの約１／２（0.5～1.2mm）が標準です。 

脱ぷ率は条件により変化するので、85％程度になるようロール間隔を調整します。 

 

（３）ライスグレーダー 

    出荷製品となる玄米は、ＬＬ（1.9mm）の篩い目使用を基本とし、整粒歩合８０％以上となるよ

う努めましょう。 

 

６ 異品種混入の防止 

現在、全国的に異品種の混入が問題となっており、DNAの解析により米一粒からでも品種の判定がで
きるようになっています。 
異品種の混入が発生した場合には、品種名の表示ができなくなり、そのまま米を出荷すると、JAS法
表示違反となるばかりか、産地全体のイメージを損ねることになります。 
このような事態を回避し産地の信頼を確保するため、異品種混入を防ぐ管理に心掛けましょう。 
特に、コンバイン、運搬機、乾燥機や籾摺機など収穫・乾燥・調製機械や施設内には、前年に収穫し

た籾等が残留している可能性があります。収穫が始まるまでにこれらの機械や施設の点検・清掃を行い、

異品種の混入を未然に防止してください。 
 

７ 農作業安全 

収穫時期は日没が早いので、夕方に農作業事故の発生が多くなります。余裕のある作業計画とし、農

作業安全に努めます。 

農作物技術情報第７号は９月３０日（木）発行の予定です。 

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。

9月15日～11月15日は秋の農作業安全月間 

農作業 慣れと油断が 落とし穴 初心を忘れず 安全第一


